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System Consultant Wave  

１１月２日 (金) 生産者の感激 

私が昔、直接生産に従事していたとき、新しい品物を代

理店へ持参して見せると、「松下さん、これは苦心された

品ですね」と言われたことがあります。こう言われたとき、

私は無料で進呈したいと思ったほど嬉しかったのです。こ

れは高く売れて儲かるという欲望的な意識でなくて、よく

ぞ数ヵ月の造る労苦を認めてくださったという純粋な感

激だったのです。 

こうした感激は、常に自分の魂と至誠を製品にこめる者

のみが味わい得るものだと思います。そしてそのような喜

びに全社員がひたりつつ生産してこそ、確固たる社会信用

を獲得することのできる製品を生み出すことが可能にな

るのではないでしょうか。 

 

１１月３日 (土) 日本人としての自覚と誇り 

“国破れて山河あり”という言葉があります。たとえ国

が滅んでも自然の山河は変わらないという意味ですが、山

河はまた、われわれの心のふるさととも言えましょう。歴

史に幾変転はあっても、人のふるさとを想う心には変わり

はありません。この国に祖先が培ってきた伝統の精神、国

民精神もまた変わることなく、お互い人間の基本的な心構

えであると思います。 

われわれは日本という尊いふるさとを持っています。こ

れを自覚し誇りとし活動する、そこにはじめて、お互いに

納得のいく動きが起こるのではないでしょうか。日本人と

しての自覚や誇りのないところには、日本の政治も経済も

ないと思うのです。 

 

 
１１月４日（日）職種と適性 
 文化が進むと職種が増え、自分の好む職種というものが、

だんだんと選びやすくなってきます。そしてそこに生きが

い、働きがいが求めやすくなってくるだろうと思います。

しかし、今日のところは、まだ十分でなく、この仕事はあ

まり自分には適していないが、まあこれで甘んじていよう

かという場合もあると思います。けれども昔からみると、

非常に恵まれています。 

 そう考えてみると、今日に生きるわれわれは、非常に幸

せだと思います。自分の好む仕事を求めやすい時代です。

こういう時代に生まれながら、もしも仕事に生きがい、喜

びを感じないというのであれば、それは原則として許され

ないことになると思うのです。 

 

１１月５日（月）大器晩成ということ 

  よく世間では、あの人は大器晩成型などと言いますが、

その場合はどちらかといえば、あまりほめたようには使わ

ないことが多いようです。つまり、いまはまあまあだけれ

ども、そのうちになんとか一人前になるだろう、といった

調子です。しかし私は、この大器晩成というのは、もっと

大事な意味を持っているのではないかと思うのです。 

 真の大器晩成型というものは、人生は終生勉強であると

いう考えを持って、ウサギとカメの昔話のカメのように、

一歩一歩急がずあわてず日々精進し、進歩向上していく姿

ではないかと思います。そういう姿をめざすことがお互い

に大切だと思うのです。 

 

１１月６日（火）部下のために死ぬ 

経営者に求められるものはいろいろありましょうが、自

分は部下のために死ぬ覚悟があるかどうかが一番の問題

だと思います。そういう覚悟ができていない大将であれば、

部下も心から敬服して、ほんとうにその人のために働こう

ということにはならないでしょう。経営者の方も、そうい

うものを持たないと、妙に遠慮したり、恐れたりして社員

を叱ることもできなくなります。それでは社内に混乱が起

こることにもなってしまいます。 

ですから、やはり経営者たるものは、いざというときには

部下のために死ぬというほどの思いで、日々の経営に当た

るのでなければ力強い発展は期し得ないと思うのです。 

 

１１月７日（水）見る前に察する 

 不当な競争は断じていけませんが、正常な競争には進ん

で乗りださなければ、進歩がありません。またその競争に

は勝たねばなりません。 

 その場合、問題は相手の差し手を、それが形に表われな

いうちに感じることができるかどうかにあります。相手の

企画が商品として市場に出てきてから、あれはいいな、う

ちでもやろうか、では遅いのです。まだ目に見えないもの

を、なんとなく感じる。むずかしいがそれをやるのが競争

に勝つ経営というものです。ましてや相手の商品を見てす

ぐに手を打つならまだしも、それが売れ出してやっとみこ

しを上げるようでは“後手”にまわるもはなはだしいと言

うべきです。  

 

１１月８日（木）ふりこの如く 

時計のふりこは、右にふれ左にふれる。そして休みなく

時がきざまれる。それが原則であり、時計が生きている証

拠であると言ってよい。 

世の中も、また人生もかくの如し。右にゆれ左にゆれる。

ゆれてこそ、世の中は生きているのである。躍動している

のである。 

しかし、ここで大事なことは、右にゆれ左にゆれるとい

っても、そのゆれ方が中庸を得なければならぬということ

である。右にゆれ左にゆれるその振幅が適切適正であって

こそ、そこから繁栄が生み出されてくる。小さくふれても

いけないし、大きくふれてもいけない。中庸を得た適切な

ふれ方、ゆれ方が大事なのである。 


